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一

　
西
南
戦
争
以
後
太
平
洋
戦
争
前
に
か
け
て
、
日
本
本
土
に
発
生
し
た
民
衆

の
大
衆
行
動
に
対
し
、
日
本
軍
隊
が
鎮
圧
に
当
っ
た
例
は
少
く
は
な
い
。
秩

父
事
件
（
一
八
八
四
）
、
佐
渡
の
米
騒
動
（
一
八
九
〇
）
、
日
比
谷
焼
打
事
件

（一

縺
Z
五
）
、
足
尾
銅
山
暴
動
（
一
九
〇
七
）
、
別
子
銅
山
暴
動
（
一
九
〇

七
）
、
第
一
次
護
憲
運
動
（
東
京
、
一
九
～
三
）
、
名
古
屋
市
電
事
件
（
一
九

一
四
）
、
釜
石
鉱
山
争
議
（
一
九
一
九
）
、
神
戸
川
崎
・
三
菱
造
船
所
争
議
二

九
一
＝
）
等
々
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
夏
の
米
騒
動
の
場
合
の
よ
う
に
全

国
的
規
模
で
大
兵
力
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
例
を
見
な
い
。

　
私
は
か
つ
て
「
米
騒
動
と
軍
隊
」
（
『
人
文
学
報
』
1
3
　
一
九
六
〇
年
）
と

題
す
る
小
論
で
、
政
府
の
方
針
、
軍
隊
の
行
動
と
民
衆
の
抵
抗
、
轍
論
の
投

判
な
ど
に
つ
い
て
は
じ
め
て
解
明
を
試
み
、
そ
の
中
で
出
兵
の
規
模
に
言
及

し
、
一
〇
六
ヵ
所
、
総
兵
力
（
延
人
員
）
五
万
八
千
人
以
上
と
い
う
数
字
を

示
し
た
。
こ
の
数
は
、
官
憲
資
料
に
も
と
つ
く
指
標
的
な
研
究
と
し
て
著
名

な
吉
河
光
貞
『
所
謂
米
騒
動
事
件
の
研
究
』
（
一
九
三
八
）
が
指
摘
す
る
五
九

ヵ
所
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
二
年
後
、
井
上
清
・
渡
部
徹
編
『
米
騒
動
の
研
究
』
第
五
巻
（
有
斐

閣
、
一
九
穴
二
年
）
の
第
二
章
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
駈
」
を
執
筆
す
る

に
際
し
、
前
記
の
数
字
に
若
干
の
補
訂
を
加
え
、
　
一
〇
七
ヵ
所
、
五
万
七
千

名
以
上
と
し
た
。

　
右
の
数
字
は
、
吉
河
本
、
田
騎
治
久
『
続
日
本
之
憲
兵
』
（
一
九
二
九
年
）
、

日
本
弁
護
土
協
会
「
騒
擾
調
査
報
告
」
（
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
』
一
九
一

八
年
九
月
）
、
裁
判
記
録
、
新
聞
な
ど
の
二
次
資
料
に
大
半
を
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。
直
接
鎮
圧
に
当
っ
た
軍
隊
・
警
察
に
よ
る
一
次
資
料
は
、
わ
ず

か
に
広
島
県
と
山
口
県
に
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
「
第
五
師
団
調
」
広
島

県
「
警
察
部
調
」
）
。
こ
の
た
め
兵
力
数
は
一
九
地
点
で
は
ま
っ
た
く
不
明
、

一
三
地
点
は
一
部
不
明
で
、
粛
に
は
一
個
中
隊
、
町
と
村
に
は
一
個
小
隊
を
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み
つ
も
る
と
い
う
よ
う
に
、
ぎ
わ
め
て
大
ざ
っ
ぱ
な
数
字
を
あ
て
は
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
よ
う
や
く
、
私
は
出
兵
の
全
国
的
規
模
を
探
る
に
必
要
な
官
憲
の

手
に
な
る
一
次
資
料
を
、
二
種
類
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
六
八
年

か
ら
六
九
年
に
か
け
、
渡
米
し
た
折
、
私
は
し
ば
し
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ

リ
カ
議
会
図
書
館
を
訪
問
し
た
。
当
時
の
日
本
課
長
黒
田
良
信
氏
の
厚
意
で
、

霞
庫
内
に
眠
る
強
大
な
占
領
軍
押
収
文
書
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
内
務
省

文
書
と
お
ぼ
し
き
「
軍
隊
出
動
調
」
（
一
枚
）
、
「
軍
隊
心
葉
人
員
調
」
（
四
枚
）

と
題
す
る
一
連
の
二
つ
の
表
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
前

掲
拙
稿
を
修
正
し
て
、
私
は
『
民
本
主
義
の
潮
流
柴
文
英
堂
、
一
九
七
〇
年
）

に
お
い
て
、
＝
一
〇
ヵ
所
九
万
二
千
人
と
い
う
数
字
を
示
し
た
。

　
数
年
前
、
針
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
公
文
雑
纂
」
の
大
正
七
年
分
中
に

「
各
地
軍
隊
出
動
二
関
ス
ル
件
報
告
」
な
る
文
書
の
あ
る
こ
と
を
江
口
圭
一

氏
の
教
示
で
知
り
、
早
速
こ
れ
を
筆
写
し
、
し
ば
ら
く
筐
底
に
と
ど
め
て
お

き
、
平
凡
社
の
『
大
百
科
事
典
』
新
版
（
一
九
八
四
年
）
に
寄
稿
を
求
め
ら

れ
た
際
、
本
資
料
を
あ
わ
せ
参
照
し
て
作
成
し
た
地
点
と
兵
力
の
表
を
記
入

し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
は
＝
一
〇
ヵ
所
、
　
一
〇
万
八
九
〇
名
と
な
っ
て
い

る
。　

前
記
『
米
騒
動
の
研
究
』
全
五
巻
の
刊
行
が
終
っ
て
い
ら
い
四
分
の
㎝
世

紀
が
過
ぎ
、
こ
の
間
少
な
か
ら
ぬ
米
騒
動
研
究
お
よ
び
関
係
文
献
が
世
に
出

た
（
法
政
大
学
米
騒
動
研
究
会
編
「
一
九
一
八
年
の
『
米
騒
動
』
に
関
す
る

文
献
」
『
労
働
運
動
史
研
究
』
4
9
、
一
九
六
八
年
、
お
よ
び
環
日
本
海
米
騒
動

研
究
会
発
行
の
『
米
騒
動
通
儒
』
1
・
4
～
6
各
号
所
収
の
「
文
献
情
報
」

参
照
）
。
し
か
し
軍
隊
の
動
向
に
つ
い
て
の
文
献
は
、
数
少
い
。
管
見
に
属
す

る
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
河
合
正
樹
氏
の
紹
介
し
た
豊
橋
憲
兵
隊
作
成
の

「
大
正
七
年
八
月
米
価
騒
擾
詳
報
」
（
『
労
働
運
動
史
研
究
』
4
1
、
一
九
六
五

年
前
が
あ
る
。
こ
れ
は
同
憲
兵
隊
管
内
の
静
岡
県
・
愛
知
県
三
河
地
方
。
長

野
県
の
米
騒
動
に
お
け
る
軍
隊
と
警
察
の
行
動
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
こ
の

種
の
官
憲
資
料
と
し
て
は
唯
一
の
存
在
で
あ
る
。
つ
い
で
先
頃
そ
の
黒
帯
を

惜
し
ま
れ
た
黒
羽
清
隆
氏
の
『
軍
隊
の
語
る
日
本
の
近
代
』
（
下
、
そ
し
え
て
、

一
九
八
二
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
包
括
的
に
米
騒
動
時
の
軍
隊
の
行
動
と
民

衆
の
反
応
を
叙
述
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
資
料
は
、
前
記
豊

橋
憲
兵
隊
資
料
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
前
記
『
米
騒
動
の
研
究
』
お
よ
び
、

福
島
県
の
み
の
事
例
研
究
た
る
庄
司
吉
之
助
『
米
騒
動
の
研
究
』
（
一
九
五
七

年
）
に
依
拠
し
て
お
り
、
全
国
的
出
兵
規
模
の
把
握
は
、
拙
稿
の
域
内
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
他
に
は
、
前
記
『
米
騒
動
通
信
』
6
号
で
、
井
本
三
夫
氏

が
、
富
山
六
九
連
隊
が
米
騒
動
鎮
圧
を
崖
動
ま
ぎ
わ
に
取
止
め
た
事
実
を
紹

介
し
た
こ
と
、
林
え
い
だ
い
『
筑
豊
米
騒
動
記
』
（
亜
紀
書
房
、
　
一
九
八
七

年
）
が
同
地
方
出
動
の
軍
隊
の
行
動
お
よ
び
民
衆
の
対
応
を
詳
述
し
、
と
く

に
蜂
地
炭
坑
の
軍
隊
の
一
斉
射
撃
が
、
坑
夫
側
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
投
げ
つ
け
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米騒動鎮圧の出兵規模（松毘）

に
も
と
つ
く
も
の
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
、
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
小
論
は
前
掲
の
二
拙
稿
の
特
認
で
あ
り
、
前
出
二
種
類
の
官
庁
文
書
の
内

容
を
改
め
て
く
わ
し
く
検
討
し
た
上
、
で
き
る
だ
け
正
確
に
出
兵
の
全
国
的

規
模
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
兵
力
量
の
算
定
に
つ
き
、
前
掲
稿
に
ひ
き

つ
づ
き
教
示
を
得
た
藤
原
黒
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

二

　
「
各
地
軍
隊
出
動
二
関
ス
ル
件
」
は
、
「
公
文
雑
纂
」
大
正
七
年
目
2
A

1
4
（
纂
）
一
四
二
八
の
冊
子
内
に
綴
込
ま
れ
て
い
る
。
陸
軍
罫
紙
｝
枚
に
次
の

如
く
記
さ
れ
る
。

　
　
　
各
地
軍
隊
出
動
二
関
ス
ル
件
報
告

　
　
　
　
大
正
七
年
九
月
五
日
　
陸
軍
大
臣
大
島
健
一

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
寺
内
正
毅
殿

　
　
八
月
十
一
臼
以
来
同
二
十
五
臼
二
至
ル
間
各
地
騒
擾
二
際
シ
地
方
官
ノ

　
　
青
蝿
二
依
リ
安
寧
秩
序
ヲ
維
持
ス
ル
為
出
動
セ
シ
メ
タ
ル
兵
力
別
冊
ノ

　
　
通
及
報
告
候
也

　
別
冊
は
衷
紙
と
も
一
二
枚
、
陸
軍
罫
紙
を
使
用
し
、
「
各
地
軍
隊
出
動
兵

力
表
」
の
表
書
が
あ
る
。
表
は
三
管
（
師
団
管
区
）
・
出
動
地
・
出
動
月
日
・

出
動
兵
力
の
各
欄
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
八
月
一
一
日
か
ら
二
五
礒
ま
で
の

出
兵
地
点
は
五
三
ヵ
所
。
こ
の
う
ち
出
動
兵
力
を
人
員
で
記
し
た
地
点
は
一

○
ヵ
所
、
｝
部
の
み
人
員
で
記
し
た
地
点
が
同
じ
く
一
〇
ヵ
所
、
の
こ
り
の

三
三
ヵ
所
は
、
大
隊
・
中
隊
・
小
隊
と
い
っ
た
編
成
単
位
で
記
し
て
あ
る
。

な
お
地
点
の
う
ち
「
直
方
町
付
近
」
「
博
多
市
（
福
岡
市
の
こ
と
）
付
近
」
と

二
ヵ
所
だ
け
に
付
近
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
兵
力
の
総
計
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
ろ
み
に
兵
種
ご
と
の
集
計
を
行

っ
て
み
れ
ば
、
歩
兵
は
九
、
七
一
六
名
の
ほ
か
二
六
個
大
隊
、
一
九
二
個
中

隊
、
三
四
個
小
隊
。
こ
れ
に
「
大
阪
衛
戌
歩
兵
ノ
大
部
」
が
加
わ
る
。
当
時

大
阪
に
は
第
八
・
第
三
七
の
両
連
隊
が
駐
在
し
て
い
る
か
ら
、
一
連
隊
を
三

個
大
隊
と
み
て
六
個
大
隊
が
出
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
に
補
助
憲
兵
八

三
〇
騎
と
一
個
小
隊
、
騎
兵
二
二
五
名
と
九
個
中
隊
と
六
・
五
個
小
隊
、
工

兵
八
個
中
隊
、
野
砲
二
個
大
隊
（
二
中
隊
欠
）
、
重
砲
兵
二
〇
〇
名
と
六
個
小

隊
、
輪
重
兵
二
個
中
隊
と
一
個
小
隊
と
な
る
。

　
大
隊
・
中
隊
・
小
隊
の
正
確
な
各
出
動
人
員
を
算
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
小
隊
は
恒
常
の
編
成
単
位
で
な
く
出
動
に
際
し
て
新
し
く
編
成
さ

れ
る
。
中
隊
・
大
隊
は
出
動
に
際
し
留
守
人
員
を
残
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な

い
。
後
…
掲
の
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
福
島
市
の
場
合
一
中
隊
は
＝
二
七
名
、
長

岡
市
で
は
＝
一
一
名
で
あ
る
。
甲
府
市
で
は
八
月
一
五
日
で
は
一
中
隊
一
五

〇
名
編
成
で
あ
る
の
に
、
翌
一
六
β
は
一
〇
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で

は
前
掲
拙
稿
を
ひ
き
つ
ぎ
、
編
成
人
員
は
平
時
の
半
数
と
低
く
み
つ
も
り
、

一
小
隊
三
〇
名
、
一
中
隊
一
〇
〇
名
、
一
大
隊
四
〇
〇
名
と
し
て
計
算
す
る
。
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そ
う
す
る
と
本
資
料
に
よ
る
総
出
動
人
員
数
は
四
六
、
九
二
六
名
と
な
る
。

　
本
資
料
は
陸
軍
大
臣
名
に
よ
る
公
式
の
報
告
書
と
し
て
、
信
頼
度
の
高
い

内
容
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
月
二
五
日
ま
で
の
数
字
で
あ
る
こ
と
、

兵
力
の
大
半
が
人
員
で
な
く
、
小
隊
・
中
隊
・
大
隊
の
編
成
単
位
数
で
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
実
際
の
兵
力
数
を
知
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の

欠
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
表
で
は
、
各
府
県
知
事
の
請
求
に
よ
ら
な
い
出

兵
地
点
と
兵
力
と
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
上
、
次
項
で
説
明
す
る

「
軍
隊
出
動
工
員
調
」
で
は
知
事
の
請
求
に
よ
る
八
月
二
五
日
ま
で
の
出
兵

個
所
と
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
富
士
川
町
、
姫
路
市
、
兵
庫
県
須
磨
町
、
和
歌

山
県
岸
上
村
・
和
歌
浦
町
、
広
島
県
土
生
町
・
三
良
坂
町
・
西
城
町
、
若
松

市
（
福
岡
）
、
八
幡
市
、
伊
田
町
・
後
藤
寺
町
・
方
城
金
田
炭
坑
（
方
城
村
・

糸
田
村
・
金
面
町
）
・
墨
田
炭
坑
（
飯
塚
市
）
、
菅
牟
田
炭
坑
（
宮
田
村
）
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
九
州
地
方
は
ま
だ
騒
動
継
続
中
で
八
月
二

五
日
現
在
の
報
告
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
和
歌
山

や
広
島
の
場
合
、
小
規
模
出
兵
で
、
他
地
点
と
か
ね
て
の
出
兵
で
あ
っ
た
た

め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
姫
路
市
の
場
合
は
、
第
十
師
団
の

所
在
地
で
あ
る
だ
け
に
記
載
が
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
あ
る
い
は
巡
察

・
演
習
名
儀
の
出
兵
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三

　
「
軍
隊
出
動
調
」
は
府
県
別
に
出
動
箇
所
数
を
示
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
知

事
の
「
請
求
二
依
リ
シ
モ
ノ
」
と
「
請
求
二
依
ラ
ス
軍
隊
側
ノ
好
意
二
依
ル

モ
ノ
」
に
区
分
し
た
一
枚
の
表
で
あ
る
。
合
計
欄
に
「
府
県
一
三
、
個
駈
九

〇
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
備
考
欄
に
「
請
求
シ
タ
ル
府
県
十
九
」
「
請
求
セ

ス
シ
テ
軍
隊
ノ
好
意
二
依
リ
シ
県
三
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
前
者
は
、

東
京
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
新
潟
・
愛
知
・
三
重
・
静
岡
・
山
梨
・
宮
城

・
福
島
・
福
井
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
和
歌
山
・
福
岡
・
佐
賀
・
熊
本
、

後
者
は
奈
良
・
高
知
・
島
根
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
づ
く
「
軍
隊
出
動
人
員
調
」
は
、
冒
頭
に
題
名
と
と
も
に
「
大

正
七
年
十
月
二
日
調
」
と
閣
記
し
た
四
枚
の
表
で
あ
る
。
各
府
県
の
各
出
兵

地
点
九
〇
ヵ
所
（
う
ち
知
事
の
嵐
兵
請
求
に
よ
ら
な
い
も
の
一
三
ヵ
所
）
ご

と
に
出
動
日
と
そ
の
日
の
蹟
動
人
員
を
記
し
、
こ
れ
を
総
計
し
た
延
人
員
も

計
坐
し
て
あ
る
。
こ
の
地
点
ご
と
の
延
人
員
を
総
計
す
る
と
出
兵
請
求
に
よ

る
も
の
七
四
、
三
八
三
名
と
五
個
大
隊
二
八
個
中
隊
入
個
小
隊
、
嵐
兵
請
求

に
よ
ら
な
い
も
の
一
四
、
四
二
二
名
と
五
個
中
隊
、
合
計
す
る
と
八
八
、
八

〇
五
名
と
五
個
大
隊
三
三
個
中
隊
八
個
小
隊
と
な
り
、
前
記
の
ご
と
き
編
成

人
員
を
ふ
り
当
て
る
と
総
計
九
四
、
三
四
五
名
と
な
る
。

　
本
資
料
は
、
前
記
の
ご
と
く
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
発
見
し
た
も
の

168 （168）



米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）

で
あ
る
が
、
内
務
省
関
係
文
書
の
中
に
ま
じ
っ
て
い
た
こ
と
と
、
師
団
管
区

ご
と
で
な
く
府
県
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
内
務
省
警
保
局

あ
た
り
の
作
成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
数
字
の
根
拠
は
陸

海
軍
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
広
島
県
の
場
合
、
井
上
清
・
渡
部

徹
『
米
騒
動
の
研
究
』
第
四
巻
（
五
九
・
六
〇
頁
）
に
第
五
師
団
調
と
警
察

部
調
と
双
方
の
「
軍
隊
出
動
状
況
」
裏
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
広

島
市
の
場
合
を
抽
出
し
て
本
資
料
を
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。

日

1
藻
出
動
人
量
主
導
童
警
察
部
調

22　　　　　　　　　　　　　　　　8
`　　　　　　　　　　　　　・
Q3　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12

二三六八五
七六九六ニ一
三三二七二四

二三六八五：
七六九八一一
三三二二ニニ四

一　　　　　　　　　　一

、　　　　　　　　、

各　　　　　　一四〇八五五
三三六五九六六二六四三
二三三二八七三五四一七

　
こ
の
表
を
一
見
す
れ
ぼ
、
「
軍
隊
出
動
人
員
調
」
の
数
字
が
「
警
察
部
調
」

よ
り
も
「
第
五
師
団
調
」
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
同
時
に
、
本
資
料
は
前
記
「
各
地
軍
隊
出
動
兵
力
表
」
を
基
礎
に
し
て
い

る
も
の
で
も
な
い
。
京
都
市
・
神
戸
市
な
ど
数
字
の
く
い
ち
が
い
が
明
瞭
で

あ
る
。
本
資
料
は
資
料
源
を
陸
海
軍
に
求
め
な
が
ら
、
そ
の
資
料
源
は
「
各

地
軍
隊
出
動
兵
力
表
」
の
そ
れ
と
は
異
る
の
で
あ
る
。

　
本
資
料
を
前
記
「
各
地
軍
隊
繊
動
兵
力
表
」
と
比
べ
る
と
き
、
三
つ
の
特

色
が
存
在
す
る
。
第
一
は
前
者
が
八
月
二
五
日
ま
で
の
数
字
に
と
ど
ま
る
の

に
尉
し
、
一
連
の
騒
動
が
終
結
し
た
あ
と
の
一
〇
月
二
日
調
査
で
あ
る
こ
と
。

第
二
は
兵
力
の
多
く
が
人
員
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
全
九
〇
地
点

の
う
ち
、
編
成
単
位
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
七
地
点
、
一
部
が
編
成
単
位
で

記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
地
点
）
。
　
第
三
は
知
事
の
請
求
に
よ
ら
な
い
出
兵
地

点
の
兵
力
数
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
三
点
に
よ
っ
て
、
本
表
の

方
が
、
出
兵
の
規
模
の
全
容
を
把
握
す
る
の
に
役
立
つ
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
本
資
料
の
数
字
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
各
地
軍

隊
出
動
兵
力
衰
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
愛
知
県
瀬
戸
町
、
広
島
県
三
次
町
・

庄
原
町
、
和
歌
山
県
日
方
町
が
本
資
料
に
は
ぬ
け
て
い
る
。
（
「
博
多
市
」
付

近
も
ぬ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
若
松
・
八
幡
の
こ
と
を
指
す
と
み
れ
ば
理
解

し
う
る
）
。
福
井
市
の
場
合
、
兵
力
二
四
二
名
は
過
少
す
ぎ
る
。
こ
こ
で
は
実

際
は
そ
の
四
、
五
倍
の
出
兵
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
山
口
・

福
岡
両
県
の
数
字
が
杜
撰
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
山
口
県
宇
部
炭
坑
の
場
合
、

本
資
料
で
は
八
月
一
八
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
各
五
五
九
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
「
丘
ハ
力
蓑
」
を
み
て
も
、
ま
た
「
第
五
師
団
調
」
（
『
米
騒
動
の
研
究
』
4
、

一
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
）
を
み
て
も
こ
の
期
間
に
兵
力
の
か
な
り
の
変
動
が
あ
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つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
常
識
的
に
い
っ
て
も
兵
力
が
出
訴
期
間
中
不
変
で
あ

る
こ
と
の
方
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
口
・
福
岡
両
県
の

各
地
の
兵
力
が
、
出
動
期
間
申
す
べ
て
同
一
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
す
ご

ぶ
る
疑
わ
し
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
兵
力
量
を
考
察
す

る
に
は
両
老
を
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
両
者
を
出
兵
地
点

別
に
対
比
し
た
表
を
掲
げ
て
お
く
。
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【
第
一
衷
】
　
「
各
地
軍
隊
出
動
兵
力
表
」
（
A
）
・
「
軍
隊
出
動
人
員
調
」
（
B
）
対
照
表

　
備
考
　
ω
　
補
憲
は
補
助
憲
兵
、
騎
は
騎
兵
、
工
は
工
兵
、
海
は
海
軍
の
略
。
記
載
な
き
も
の
は
す
べ
て
歩
兵
。
②
　
△
は
知
事
の
請
求
に
よ
ら
な
い
出
兵
を
示
す
。

　
　
　
　
㈹
〈
〉
は
原
表
に
認
入
さ
れ
て
い
る
延
人
員
。
四
　
〔
〕
は
松
尾
の
訂
正
。
㈲
　
日
付
は
と
く
に
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
八
月
。

地
　
名

宮
城
県

仙
台
市

福
臨
県

福
島
布

若
松
市

東
京
府

東
京
市

日
　
付1－9　18　17　16

　　　　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　　　e

18　17　16　15　20　1917　16　15　14

（
A
）

約
一
二
〇
〇

約
六
〇
〇

二
六
〇
〇

再
三
〇
〇

各
一
中
隊

　
一
中
隊

約
四
〇
〇

　
四
中
隊

　
二
巾
隊

七
中
隊
二
小
隊
補
憲
一
八
八
騎

＝
一
中
隊
補
憲
一
九
三
騎

七
中
隊
補
憲
一
七
五
騎

補
憲
一
〇
二
騎

（
B
）

　
　
四
九
五

　
　
九
二
六

企
、
四
二
一
〉

各
～
三
七

　
〈
六
八
五
〉

　
　
穴
五
〇

　
　
六
五
〇

〈
一
、
三
8
＞

一
、
＝
二
九

三
大
隊
一
九
三

二
大
隊
一
七
三

二
中
隊
五
一

〈
歩
兵
五
大
隊
二
中
隊

　
一
、
五
五
六
〉

地
　
名

新
潟
県

新
潟
市

長
岡
市

出
雲
崎
町

福
井
県

福
井
市

山
梨
県

甲
府
市

目
　
付

　　　19

　　　e

22　21　18

18

`
2
1

19

`
2
0

13

17
1
21

　　14
　　　e

16　1517　16　15

（
A
）

一
大
隊
（
一
中
隊
欠
）

各
一
大
隊
（
一
中
隊
一
小
隊
欠
）

各
工
一
中
隊

各
一
小
隊

一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）

各
一
大
隊
（
一
中
隊
欠
）

一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）

二
一
中
隊

五
中
隊

五
中
隊

一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）

（
B
）

ご
中
隊
二
小
隊

各
二
軸
隊
二
小
隊

二
中
隊
二
小
隊

〈
歩
兵
一
五
中
隊
一
小
隊
〉

　
各
＝
二

　
〈
四
八
四
〉

各
一
小
隊

〈
歩
兵
二
小
隊
〉

二
四
二

〈
二
四
二
〉

六
五
〇

五
〇
〇

三
〇
〇
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浜袋中見島焼藤掛
松井泉付田津枝jEl
市町町町町町町町

江

尻

町

清　静静

水頑町　市

15　14 16 16 16 16 16 16

　　　　15
　　　　　？

16　17　16　14 17　16　15　14

　　14
　　　？

16工5 18

各
一
中
隊

二
小
隊

二
小
隊

一
小
隊

清
水
町
と
共
通

　
　
〃

　
三
一

　
一
三

　
一
三

　
一
三

一
小
隊

一
小
隊

一
小
隊

　
六
五

一
五
入

　
　
八
○

〈
一
、
五
三
〇
〉

　
各
一
五
〇

　
　
一
五
〇

　
〈
四
五
〇
〉

　
　
一
〇
〇

　
　
一
〇
〇

　
　
五
一

　
〈
二
五
一
〉

清
水
町
と
共
通

　
　
〃

　
　
一
三

　
　
会
＝
〉

　
　
一
三

　
　
会
二
〉

　
　
一
二
三

　
　
〈
　
二
三
〉

　
　
鴇
＝

　
　
〈
三
等

　
　
四
九

　
　
〈
四
九
〉

　
　
五
〇

　
　
〈
五
〇
V

　
　
四
九

　
　
〈
四
九
〉

　
　
｛
企

　
　
一
五
八

蜜
士
川
町

愛
知
県

名
古
屋
市

豊
橋
市

瀬
戸
町

三
璽
県

津
　
　
市

京
都
府

京
都
市

新
舞
鶴
町

15　14　13 14　13　12　11 16　15

13
e

工51615 14　13 13　12 14 17　16

四
五

一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）
騎
一
小
隊

一
大
隊
補
憲
四
〇
騎

補
憲
二
一
騎

約
二
中
隊
補
憲
約
一
小
隊

補
四
五
〇
騎

補
憲
二
一
騎

各
一
小
隊

一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）

歩
騎
約
一
五
〇

歩
騎
約
三
〇
〇

　
　
四
五

　
　
　
一
六

　
〈
二
八
○
〉

　
　
　
一
一

　
　
〈
＝
〉

　
四
三
七

　
七
三
七

〈
一
、
一
七
四
〉

　
△
＝
｝

　
コ
＝
二
六

会
二
一
二
｛
ハ
　
ム
一
ご
〉

　
三
　
三

　
△
六
一
七

〈
三
一
一
二
△
六
一
七
〉

　
　
一
九
九

　
四
八
菰

　
　
＝
二
二

　
二
五
二

〈一

A
〇
六
八
〉

△
劃
一
〇
五

△
海
二
五
八

△
海
一
〇
六

〈
△
四
六
九
〉
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地
名
マ
付

大
阪
府

大
阪
市

岸
和
田
町

兵
庫
県

神
戸
市

尼
騎
市

姫
路
市

13　121417　16　15

14

`
1
5

21
e

25

　　　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　　　e

20　19　18　17　16　13

　　　　　15

　　　　　e

18　17　16　1416　15　14

（
A
）

六
中
隊

衛
戌
歩
兵
の
大
部
と
乗
馬
兵
約
一

　
四
〇
騎

一占

n
・
甲
隊
騎
二
中
隊
野
砲
二
大
隊

　
（
二
中
隊
欠
）
輔
重
約
二
中
隊

二
大
隊
と
乗
馬
兵
若
干

一
中
隊
騎
一
小
隊

二
小
隊
騎
一
小
隊

各
一
中
隊

約
二
大
隊

各
一
、
〇
四
二

七
九
八

四
七
七

二
三
三

一
〇
五

各
一
〇
五

一
大
隊
（
一
一
中
隊
欠
）
工
一
中
隊

各
一
大
隊
（
二
中
隊
欠
）

一
中
隊

（
B
）

　
九
〇
四

二
、
七
三
三

三
、
8
＝

一
、
六
六
八

　
　
八
二
九

　
　
七
〇
七

〈
九
、
八
四
四
〉

　
　
六
五
四

山
九
六
三

　
七
六
閥

　
　
四
四
一

　
　
二
二
一

　
　
一
＝
二

各
一
〇
七

〈
五
、
六
四
〔
㎝
〕
七
〉

　
　
一
七
八

各
二
五
九

　
　
一
三
六

　
　
六
五

　
〈
入
九
七
〉

　
　
一
九
六

　
　
四
六
二

　
　
二
五
八

地
名
一
日
付

明
石
町

須
磨
町

奈
良
県

奈
良
市

和
歌
山
県

和
歌
山
市

黒
江
町

日
方
町

粉
河
町

19　18　17

16
t
18

14
e

15　13

13

`
1
6

17　1618　17　16　15　14　1314

15
e

16　14

14　15
e　　？
17　17　16

（
A
）

各各

ooo
約
八
○
○

轟
ハ
・
甲
隊
雷
諜
砲
五
〇
騎

　
〃一

大
隊
（
一
中
隊
欠
）

一
中
隊

各
一
中
隊

約
三
〇

黒
江
町
と
共
通

各
五
〇

（
B
）

鍵重一四爾五

麟奪齪天交天き
v

ム
ムムム
七　 七

六四二
〉

　　　　　　会
　　ノ　　　　　　　　　へ

〈各二各各　ニ　一二
六一四三六三九一二三
八七六一一一ニー九六
㌧’　　　＞　　　　　　　 ＞

　
五
〇

各
蓋
○
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）
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四

　
こ
こ
で
前
掲
の
拙
稿
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
圧
」
に
、
以
上
の
二
資
料

を
加
え
て
、
米
騒
動
出
兵
の
規
模
を
再
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
次
に
掲
げ

る
「
米
騒
動
出
兵
地
点
別
兵
力
一
覧
表
ー
ス
第
二
表
）
の
説
明
を
し
て
お
く
。

出
兵
地
点
に
△
印
を
つ
け
た
の
は
騒
動
未
発
を
示
す
。
出
兵
期
間
は
、
出
兵

当
夜
（
翌
日
未
明
の
場
合
も
含
む
）
よ
り
翌
日
昼
間
ま
で
を
一
日
と
数
え
る
。

し
た
が
っ
て
引
揚
げ
当
日
は
数
に
入
ら
な
い
。

　
推
定
出
兵
人
員
は
次
の
よ
う
に
鋒
出
し
た
。
ま
ず
典
拠
B
す
な
わ
ち
「
軍

隊
出
動
人
員
調
」
を
基
礎
と
し
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
出
兵
期
間
の

分
を
A
す
な
わ
ち
「
各
地
軍
隊
出
動
兵
力
表
」
に
よ
っ
て
補
充
す
る
。
た
と

え
ば
仙
台
市
の
場
合
、
B
に
よ
れ
ば
八
月
一
六
・
一
七
両
日
計
一
、
四
一
二

名
で
あ
る
が
、
A
に
よ
れ
ば
一
八
・
一
九
両
日
に
計
九
〇
〇
名
出
兵
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
合
せ
て
二
、
三
二
一
名
を
推
定
出
兵
人
員

と
す
る
。
た
だ
し
広
島
県
の
揚
合
は
、
A
B
両
資
料
で
カ
バ
ー
で
き
ぬ
期
間

に
つ
い
て
は
、
県
警
察
部
調
の
数
字
で
補
充
す
る
。
た
と
え
ば
広
島
市
の
場

合
、
8
で
は
八
月
ご
一
日
よ
り
一
七
日
ま
で
二
、
七
三
〇
名
出
兵
し
た
が
、

警
察
部
調
で
は
一
八
日
か
ら
二
二
貯
ま
で
計
二
七
八
名
出
兵
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
加
算
す
る
。
な
お
山
口
・
福
岡
両
県
の
場
合
は
、
A

・
B
双
方
に
記
載
あ
る
揚
煮
、
他
府
県
と
異
っ
て
A
を
基
準
と
し
、
こ
れ
に

の
ら
な
い
期
間
に
つ
い
て
B
を
付
加
す
る
。
た
だ
し
宇
部
の
場
合
は
「
第
五

師
団
調
」
の
数
字
を
と
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
両
県
に
つ
い
て
の
B
の

兵
力
蚤
は
過
大
に
失
す
る
か
ら
で
あ
る
。
B
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
地
点
に

つ
い
て
は
、
A
に
よ
っ
て
計
算
し
、
A
・
B
と
も
に
記
載
な
き
地
点
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
圧
」
（
C
）
の
数
字
を
使
用
し
た
。
な

お
憲
兵
（
正
規
）
の
数
は
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
。
A
・
B
と
も
憲
兵
（
正
規
）

数
は
記
載
し
て
い
な
い
し
、
三
七
九
名
と
い
う
数
字
が
協
調
会
『
最
近
の
社

会
運
動
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
大
阪
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
実
数
は
不
明
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
実
数
は
さ
し
て
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
民
衆
運
動

の
取
締
は
憲
兵
の
通
常
の
職
務
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
出
兵
数
の
中
に
数
え

な
か
っ
た
。

　
次
の
表
に
よ
り
出
兵
地
点
数
を
み
る
と
、
二
六
府
県
三
五
市
六
〇
町
二
七

村
計
一
二
二
ヵ
所
と
な
る
。
拙
稿
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
圧
」
で
示
し
た

数
字
三
四
市
四
九
町
二
四
村
（
欠
落
し
て
い
た
大
阪
府
住
吉
村
を
加
え
、
不

正
確
な
広
島
県
八
次
村
を
削
る
）
計
一
〇
七
ヵ
所
に
比
べ
て
、
一
撃
一
一
町

三
村
計
一
五
ヵ
所
を
増
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
地
点
は
静
岡
県
中
泉
町
、

京
都
府
新
舞
鶴
町
、
丘
ハ
庫
県
須
磨
町
、
和
歌
山
県
橋
本
町
、
広
島
県
土
生

町
・
三
良
坂
村
・
西
城
町
、
福
岡
県
福
岡
市
・
伊
田
町
・
後
藤
寺
町
・
金
田

町
・
三
川
町
・
庄
内
村
・
玉
川
村
・
験
馬
村
で
あ
る
。
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）
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A
B
C

A
B
C

A
C

A
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A
B
C

A
B

A
B
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A
B
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B
C

CCC

出
兵
期
間

最
多
出
兵
日

の
動
員
数

推
定
出
兵

延
人
員

C
推
定
出

兵
延
人
員

典

拠

動
地
痛

烈
期
間

最
多
出
兵
日

の
動
員
数

推
定
出
兵

延
人
員

C
推
定
出

兵
延
人
員

典
拠

【
第
二
表
】
米
騒
動
出
兵
地
点
別
兵
ヵ
一
覧
表
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）

　
こ
の
＝
一
二
ヵ
所
の
う
ち
今
回
の
新
資
料
に
登
場
し
て
い
る
も
の
は
九
五

ヵ
所
で
あ
る
。
新
資
料
が
い
ず
れ
も
政
府
文
書
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
、

そ
の
信
愚
性
は
高
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
の
こ
り
の
二
七
ヵ
所
が

疑
わ
し
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
え
な
い
。
大
阪
府
の
九
市
町
村
へ
の
出

兵
は
い
ず
れ
も
隣
接
の
大
阪
市
か
ら
派
出
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
名
が
現
わ

れ
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
だ
し
、
静
岡
府
清
水
町
に
隣
接
す
る
辻
町
、
京
都

府
新
舞
鶴
町
に
隣
接
す
る
余
部
町
、
京
都
市
に
隣
接
す
る
伏
見
町
な
ど
も
同

様
で
あ
る
。
ま
た
、
長
野
市
、
岐
阜
県
禽
鳥
町
、
静
岡
察
西
浜
名
村
・
二
俣

町
、
松
山
市
は
行
軍
途
上
あ
る
い
は
演
習
名
義
の
出
兵
の
た
め
、
軍
の
報
告

か
ら
も
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
出
拙
稿
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
広
島
県
熊
野

町
、
福
岡
県
姪
浜
町
、
大
分
県
別
府
町
の
ご
と
く
若
干
疑
わ
し
い
も
の
も
あ

る
が
、
絶
対
に
聞
違
い
だ
と
い
う
確
証
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
点
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に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
『
日
本
弁
護
土
協
会

録
事
』
一
一
三
四
号
所
紋
の
「
日
本
弁
護
士
協
会
の
騒
擾
調
査
に
関
す
る
評
議

員
会
会
議
録
」
で
は
出
兵
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
富
山
県
の
場
合
は
、
前

記
の
ご
と
く
井
本
三
夫
氏
の
調
査
に
よ
り
、
富
山
市
の
第
六
九
連
隊
が
出
兵

し
か
か
っ
た
が
中
止
と
な
っ
た
旨
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
出
兵
延
人
員
数
は
、
総
計
一
〇
一
、
七
一
八
名
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
出
兵
地
点
よ
り
も
さ
ら
に
不
確
実
な
数
字
で
あ
る
。
前
記
の
如
く
、
編
成

の
み
判
明
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
実
人
員
数
は
推
定
に
よ
る
他
は
な
い
。
ま

た
、
一
芯
実
人
員
数
が
判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
山
口
・
福
岡
両
県
の

場
合
、
過
大
に
失
す
る
と
思
わ
れ
る
地
点
が
あ
る
。
ま
た
延
人
員
の
計
算
も
、

引
揚
げ
当
日
を
加
算
す
れ
ば
、
さ
ら
に
ふ
く
れ
上
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
約
一
〇
万
人
と
い
っ
て
お
け
ば
大
過
は
あ
る
ま
い
。
な
お
各
地

で
の
も
っ
と
も
出
兵
数
の
多
い
日
を
選
ん
で
そ
の
一
日
だ
け
の
出
兵
数
を
合

計
す
る
と
二
五
、
＝
楽
歳
と
な
る
。
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
圧
」
で
は
二

二
、
七
二
〇
名
だ
か
ら
大
差
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
延
人
員
が
五
七
、
一
〇

五
名
か
ら
一
〇
一
、
七
一
八
名
に
ふ
く
れ
上
っ
た
の
は
、
出
兵
地
点
が
ふ
え

た
こ
と
よ
り
も
、
出
兵
期
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

五

こ
こ
で
第
二
表
を
府
県
別
に
ま
と
め
て
、
第
三
褒
と
し
て
「
府
県
別
騒
動

・
出
兵
地
点
、
兵
力
数
一
覧
蓑
L
を
示
し
て
お
こ
う
。
騒
動
地
点
数
は
前
出

『
米
騒
動
の
研
究
』
第
五
巻
（
四
九
六
ペ
ー
ジ
）
所
収
の
「
府
県
別
発
生
市

町
村
数
一
覧
表
」
に
よ
る
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
出
兵
の
規
模
だ
け
を
論
じ
、
政
府
の
出
兵
方
針
、
軍
隊

の
行
動
と
動
揺
、
国
民
の
抵
抗
と
批
判
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に

発
表
し
た
拙
稿
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
一
切
言
及
し
な
い
。
た
だ
第
三
表
か

ら
直
接
引
出
せ
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
お
こ
う
。
一
応
、
騒
動

の
烈
し
か
っ
た
府
県
に
は
出
兵
地
点
も
兵
力
数
も
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
と

め
ら
れ
る
。
し
か
し
す
で
に
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮
圧
」
で
の
べ
た
よ
う

に
、
出
兵
に
つ
い
て
は
地
方
長
官
の
態
度
如
何
が
決
定
的
で
あ
る
。
岡
山
と

広
島
と
い
う
隣
接
県
の
場
舎
、
前
者
が
騒
動
地
点
四
七
ヵ
所
に
対
し
出
番
2

ヵ
所
、
後
者
は
騒
動
地
点
二
九
ヵ
所
に
対
し
出
兵
一
六
ヵ
所
と
い
う
数
字
は
、

両
県
知
事
の
態
度
の
差
を
物
語
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
山
本
四
郎
編
『
原
敬

関
係
文
書
』
第
三
巻
中
に
収
め
ら
れ
た
滋
賀
県
知
事
森
正
隆
の
原
敬
宛
八
月

十
四
日
午
後
付
の
書
簡
ほ
ど
、
蹟
兵
批
判
派
知
事
の
心
情
を
吐
露
し
た
も
の

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
（
前
略
）
殊
二
島
山
地
ト
モ
大
切
ナ
ル
丘
ハ
隊
配
ヲ
用
ヒ
テ
漸
…
ク
慎
撫
…
若
君
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ハ
終
生
ノ
恨
事
ト
存
候
。
而
も
京
都
二
於
ケ
ル
単
ナ
ル
米
騒
動
ニ
ス
ラ

　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
兵
隊
ヲ
用
ユ
ル
義
ハ
如
何
二
も
残
念
ニ
シ
テ
、
随
テ
他
も
之
二
倣
ヒ
悉

　
　
ク
兵
力
ヲ
用
ヒ
シ
バ
聖
代
の
恨
事
ト
存
候
（
中
略
、
滋
賀
県
で
は
）
殊
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）

【簗三表】　府県別騒動・出兵市町村数・兵力数一覧表

出兵延人員出兵地点
市町村1計
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道
森
手
車
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
野
川
藩
邸
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
国
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
野
盗
崎
本
幸
崎
島
縄

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶

麗
青
岩
漿
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
田
奈
鰹
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
田
長
熊
大
宮
鹿
沖

総計138・53・7司368 35（5）　60（9）　27（4）i　122（18）1
1el，718

備考　（　）は騒動未発地点
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論
此
際
兵
力
ヲ
用
ユ
ル
議
ハ
絶
対
二
禁
止
シ
、
仮
令
憲
兵
ト
錐
モ
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ロ

　
　
使
用
セ
ス
、
自
ラ
説
諭
ノ
任
二
当
ル
旨
ヲ
発
表
し
、
一
面
米
ノ
融
通
ヲ

　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
滑
ニ
シ
タ
ル
為
メ
、
無
事
二
終
う
ソ
ト
ス
ル
ノ
情
況
二
在
り
。
御
安
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
被
下
居
候
。
然
ル
ニ
政
府
ヨ
リ
只
今
亦
陸
軍
ト
照
会
之
上
兵
力
ヲ
随
時

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
サ
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
用
ヒ
テ
苦
シ
カ
ラ
サ
ル
旨
訓
令
ア
リ
。
小
生
ハ
男
泣
キ
ニ
泣
キ
申
候
。

　
　
鳴
呼
有
時
ノ
岡
二
用
ユ
ル
兵
隊
ヲ
米
騒
擾
位
ノ
為
メ
ニ
用
ユ
ル
ハ
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

　
　
ニ
も
残
念
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
地
方
長
官
一
ノ
無
…
能
ヲ
表
由
ス
ル
義
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
却
テ
情
ナ
ク
相
田
園
候
。
殊
二
兵
隊
力
此
人
民
ヲ
抱
囲
シ
テ
人
民
ヲ
敵

　
　
網
侃
ス
ル
カ
如
キ
ハ
残
A
心
ノ
極
ト
存
候
。
鳴
呼
・
日
本
ハ
内
訓
乱
ノ
為
メ
ニ
丘
ハ

　
　
カ
ヲ
用
ヒ
ツ
・
ア
リ
ト
ノ
非
難
ヲ
受
ク
ル
義
如
何
二
も
心
外
ト
存
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
予
ハ
更
二
言
フ
「
小
生
ノ
艶
レ
タ
ル
後
エ
ア
ラ
サ
レ
ハ
断
シ
テ
兵
力
ヲ

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
　
用
ユ
ル
事
勿
ン
」
ト
訓
示
致
農
候
処
、
今
此
訓
令
ア
リ
、
遺
憾
二
堪
へ

　
　
ス
。
（
後
略
、
傍
点
は
原
文
ど
お
り
）

　
な
お
、
森
の
八
月
二
〇
日
付
原
敬
宛
書
簡
で
は
、
奈
良
県
の
場
合
も
、
知

事
不
在
を
あ
ず
か
る
内
務
部
長
の
態
度
は
滋
賀
県
同
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。

騒
動
の
程
度
に
く
ら
べ
出
兵
地
点
の
少
い
県
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
調
査
の

必
要
が
あ
ろ
う
。

　
い
ま
一
つ
問
題
と
し
た
い
の
は
、
広
島
・
山
口
・
福
岡
三
県
の
兵
力
量
が
、

全
国
総
兵
力
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
こ
の
三
県
で
は

広
島
・
呉
・
宇
部
お
よ
び
筑
豊
炭
田
地
帯
の
ご
と
く
騒
動
激
烈
の
地
点
が
存

在
し
た
。
し
か
し
下
関
市
の
場
合
、
八
月
一
六
日
夜
に
群
衆
が
発
生
し
た
も

の
の
、
騒
動
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
い
う
程
度
な
の
に
、
そ
の
前
臼
よ
り
二

七
日
ま
で
延
一
万
一
五
四
四
人
も
の
出
兵
を
み
て
い
る
。
一
日
当
り
八
八
八

入
も
の
人
員
が
十
三
日
間
も
動
員
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
兵
力
が
半
数

と
み
て
も
異
常
で
あ
る
。
対
岸
の
門
司
の
場
合
は
八
月
一
五
・
一
六
日
の
両

日
か
な
り
烈
し
い
騒
動
が
発
生
し
た
も
の
の
、
七
〇
〇
人
の
軍
隊
は
二
四
日

ま
で
駐
留
し
て
い
る
。
同
じ
北
九
州
工
業
地
帯
の
う
ち
八
幡
市
に
、
騒
動
未

発
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
六
日
か
ら
二
五
日
ま
で
延
四
一
一
〇
名
の
出
兵
が
あ

っ
た
の
は
、
八
幡
製
鉄
所
防
衛
の
た
め
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
じ

騒
動
未
発
の
大
里
町
（
8
・
1
6
～
2
4
）
と
若
松
帯
（
8
・
1
7
～
2
7
）
の
長
期

出
兵
は
不
可
解
で
あ
る
。
騒
動
の
発
生
し
た
戸
畑
町
（
8
・
1
6
～
2
7
）
と
小

倉
市
（
8
・
1
6
～
2
4
）
も
長
期
出
兵
に
属
す
る
。

　
関
門
地
帯
お
よ
び
広
島
市
の
長
期
出
兵
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
参
謀
本
部
『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』

（
原
本
は
一
九
二
四
年
「
調
整
」
、
新
時
代
社
復
刻
版
は
一
九
七
二
年
発
行
）

に
よ
れ
ば
、
第
一
陣
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
第

十
二
師
団
（
司
令
部
は
小
倉
）
は
「
八
月
八
日
ヨ
リ
八
月
二
十
一
日
一
二
旦
リ
門

司
又
ハ
宇
品
ヲ
出
発
シ
」
（
第
一
巻
一
一
ニ
ペ
ー
ジ
）
、
第
二
次
輸
送
も
八
月

二
三
日
か
ら
同
じ
門
司
・
宇
品
両
港
か
ら
出
発
し
て
い
る
（
第
四
巻
八
六
九

ペ
ー
ジ
）
。
関
門
地
帯
は
第
十
二
師
団
の
管
区
で
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
渡
航
に
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米騒動鎮圧の出兵規模（松尾）

先
立
っ
て
予
行
演
習
的
な
意
味
で
米
騒
動
出
兵
を
行
っ
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

筑
豊
炭
田
警
備
の
た
め
の
出
兵
に
際
し
、
一
将
校
は
、
「
こ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
に

向
け
て
の
予
行
演
習
だ
と
思
え
」
と
訓
示
し
た
と
い
う
（
林
『
筑
豊
の
米
騒

動
」
一
五
五
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
米
騒
動
の
発
生
は
直
接

地
元
出
征
兵
士
の
志
気
に
関
す
る
の
で
、
予
防
出
兵
の
必
要
が
あ
っ
た
と
解

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
出
兵
期
間
中
、
シ
ベ
リ
ア
行
き
の
予

定
人
員
が
、
相
当
部
分
足
止
め
を
食
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
広
島
の
場
合
も
八
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
ま
で
の
騒
動
が
静
ま
っ
た
あ
と

も
、
二
三
日
ま
で
出
兵
が
続
く
。
広
島
以
上
に
激
烈
な
騒
動
を
演
じ
、
海
軍

と
衝
突
し
て
死
者
ま
で
出
し
た
呉
市
の
田
舎
一
八
臼
に
は
撤
兵
し
て
い
る
こ

と
と
く
ら
べ
れ
ば
、
警
戒
が
厳
重
に
す
ぎ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
兵
姑
基
地
の
宇
品
を
守
備
す
る
目
的
と
い
え
る
か
も
知
れ

な
い
。

　
歩
一
歩
進
め
れ
ば
、
全
国
的
な
米
騒
動
出
兵
そ
の
も
の
が
、
シ
ベ
リ
ア
出

兵
対
策
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
内
務
大
臣
が
八
月
一
一
日
に
各
府
県
に

発
し
た
訓
令
で
は
、
暴
動
参
加
者
の
多
く
は
生
活
上
の
必
要
か
ら
参
加
し
た

の
だ
か
ら
、
地
方
長
官
は
「
社
会
政
策
上
同
情
の
念
を
以
て
懇
切
に
取
扱
」

う
べ
き
こ
と
を
う
た
っ
て
い
た
の
が
、
一
三
日
に
は
一
転
し
て
「
何
時
に
て

も
軍
隊
を
出
動
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
」
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
出
兵
を
請

求
せ
よ
と
の
直
写
を
発
す
る
に
い
た
っ
た
（
拙
稿
「
米
騒
動
の
取
締
り
と
鎮

圧
」
）
。
こ
の
態
度
変
更
は
、
も
と
よ
り
騒
動
の
激
化
に
対
処
す
る
た
め
で
あ

っ
た
が
、
早
期
に
鎮
圧
し
な
け
れ
ぼ
、
出
征
兵
士
の
志
気
に
関
す
る
と
い
う

配
慮
も
働
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
米
騒
動
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
計
画
者
寺
内
内
閣
の
期
待
し
た
挙
国
一
致
ム

ー
ド
の
出
現
を
妨
げ
、
逆
に
寺
内
内
閣
を
打
倒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
批
判
の
意
を
示
し
た
と
い
う
点
で
、
間
接
的
な
反
戦

運
動
と
評
価
し
う
る
が
、
計
画
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
米
騒
動
は
直
接
的
な

脅
威
を
出
兵
に
与
え
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
教
授
　
京

）
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